
 
 

 
 
 

１ 活動の概要  

対象学校名 
川南町立川南小学校、通山小学校、東小学校、多賀小学校、山本小学校、 

唐瀬原中学校、国光原中学校 

活動分野 
学習支援活動、環境整備支援、登下校の安全指導、学校行事支援、 

クラブ活動支援、総合的な学習の時間の支援 

【主な取組】   

読み聞かせ（通年）、クラブ支援活動（通年）、登下校見守り支援（通年）、 

福祉体験学習（５月～１２月）、学習支援「家庭科」（１０月）、「理科」（６・１０月）、 

キャリア教育（６月～１１月）、総合的な学習の時間の支援「浜の生物」（１０月） 

【連携・協働している機関】 

川南町役場、自治公民館、長寿会、川南町商工会、山茶花ふれあい学園、ＪＡ尾鈴、県農業大学校、

川南漁協、特別養護老人ホーム、保育所、幼稚園 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター） ２人   ○ボランティア登録者数 １３２人 

 
２ 特色ある取組の紹介  

① 「多賀小学校４年生『福祉体験学習』」 

 

 

 

 ○ 活動内容 

 ・ 多賀小４年生は、福祉の大切さを学ぶ学習で、探究活動の一つと  

  して、バリアフリーやユニバーサルデザインの必要性を調査するた 

  めに、町内の特別養護老人ホームの訪問をした。その結果をもとに、  

自分たちで何ができるかを考え、特老ホームを再度訪問し、利用者 

たちとゲームを通して交流をした。                                                                   

 ○ 事業を実施して（参加者の声等）             

 ・ 自分の孫と過ごしているようで、昔を思い出し、涙が出るほど嬉しかった。また来てほしい。 

                                 （参加した高齢者） 

② 「唐瀬原中学校全校生徒 いじめ未然防止に関する講話『いのちの教育週間講話』」                   

 

 

 

 

○ 活動内容 

・ 川南町内を中心に活動しているミニ劇団の方々においでいた

だき、ラジオのＤＪ番組の劇を通して、動物や外国人のいじめ

の例を紹介した。後半は、ワークショップで仲間意識を体感で

きた。                                  

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

・ ワークショップで、真向かいの友達と同じ姿勢をとるのは難しかった。（生徒） 

・ ワークショップを通して、友人とのコミュニケーションの取り方を学ぶことができた。（生徒） 

《ここがイチオシ！本部自慢！》 

  地元の劇団によるＤＪ番組劇、動物のいじめ関係の紹介、ワークショップ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》 

   町のやさしさ発見活動の支援 

本部名：Team Kawaminami  

学びのネットワークづくり事業 

連絡先：川南町教育委員会教育課 

ＴＥＬ：０９８３-２７-８０２０ 

ＦＡＸ：０９８３-４７-０５０３ 

【魚釣りゲーム】 

【ＤＪ番組劇の様子】 


